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6. 早稲田通り

早稲田通りと諏訪通りとが合流するその交差点

には穴八幡神社の鳥居を望むことができる。道

路が整備され、交通量が増え、変わっていく景

色の中、交差点に象徴的に立つ鳥居がこの地域

の歴史を感じさせる。
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南東からの鳥瞰パース 01
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計画地　　　　：　東京都新宿区西早稲田１丁目 6-1
敷地面積　　　：　73,659.5 ㎡
用途地域等　　：　第一種住居地域（一部　近隣商業地域　商業地域）
　　　　　　　　　防火地域
　　　　　　　　　40ｍ第 3種高度地区
建蔽率　　　　：　60.2％
容積率　　　　：　400％

【 敷地概要 】

【 敷地周辺図 】
【 周辺環境 】

敷地概要

敷地概要
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1. 大隈通り商店街
都電荒川線早稲田駅から早稲田大学正門まで向
かう通り道にあたり、学生を対象とした飲食店
などが多い商店街となっている。

2. 大隈記念講堂（国指定重要文化財）
重要文化財に指定され、温かみある色彩を基調
とした、風格あるデザインの大隈記念講堂は大
学だけではなく地域のシンボルとなっている。

3. 早稲田キャンパス内の銀杏並木
みどりあふれるキャンパスは地域に開放され、
秋になると黄葉する銀杏並木は市民の絶好の散
歩コースとなっている。

6. 早大南門通り商店街
東京メトロ東西線早稲田駅から大学南門までの
通り道にあたり、道路両側に学生を対象とした
飲食店が多く、活気あふれるまちなみを形成し
ている。

4. 大隈庭園
和洋折衷した落ち着きある庭園は歴史を今に伝
えるとともに、早稲田キャンパスと合わせ新宿
区「七つの都市の森」に位置付けられている。

5. 早大通り
早大通りは昭和 30 年代の区画整理事業により
整備され、道路中央に列植したけやきを中心と
し、みどり豊かな道路景観を形成している。
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都電荒川線早稲田駅

至高田馬場駅

東西線  早稲田駅

早稲田通り

早大通り

新目白通り

大隈庭園

穴八幡宮
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「新宿区景観まちづくり計画」

「新宿区都市マスタープラン」 「新宿区景観形成ガイドライン」

上位計画の整理

上位計画の整理 03
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景観計画 04

外観イメージ：正門より大隈モール側を見る

〈東側立面図〉

〈配置図〉

・キャンパス内の他の施設でも使われて
いるスクラッチタイルを使用すること
で周辺環境との調和を図っている。

・旧 3号館を再現、景観を継承する計画
としている。

・高層部は縦強調のデザインとし、キャンパス内
の他施設との調和を図っている。

・旧 3号館を再現、塩焼瓦を再利用するなどし、
積極的に従前の面影を残すよう計画している。

・既存樹木においては可能な限り再移殖し、緑化
面積を減らすことのない計画としている。

・1・2階の東面・北面等はピロティー空間を造るこ
とでアイレベルにおいても圧迫感を与えることのな
いよう計画している。

・新たにオープンスペースを創出する計画
としている。

・旧 3号館壁面線より後退、圧迫感を軽減させる計画
としている。

・高層部は南面・北面共に壁面線をセッ
トバックさせ , 圧迫感を感じさせない
デザインとしている。

・1号館との軒ラインの連続性を意識させる
デザインとしている。

：再移殖樹木
　（イチョウ）

・1号館との軒ラインの連続性を意識させるデザ
インとしている。

・屋上階に設置している設備機器は太
陽光ルーバーによって水平方向からは
見えないよう配慮している。

・計画建物北側の商店街等周辺地域に対
し圧迫感を与えることのないよう壁面
ではなく、リブ柱状の立面としている。

・既存樹木（イチョウ等）においては可能な限り再移
殖し、緑化面積を減らすことのない計画としている。

計画名称　　　：　早稲田大学早稲田キャンパスD棟（仮称）
建築用途　　　：　大学
建築面積　　　：　2,400.00 ㎡
延べ面積　　　：　29,000.00 ㎡
構　　造　　　：　Ｓ造（一部ＳＲＣ造・ＲＣ造）
基　　礎　　　：　直接基礎

階2 　下地 ・ 　階51    上地　：　　　数　　階
建築物の高さ　：　75ｍ

【 計画概要 】

景観計画

※今後の行政協議等により面積・階数・高さ等の確定をいたします。
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旧 3号館再現の考え方 05

内観イメージ：旧 3号館の中庭からのイメージを残した内部空間

旧 3号館中庭

旧3号館外形ライン
凡例

既存再現部
1階平面図

早稲田大学は、1882 年（明治 15 年）10 月 21 日に現在の場所に設立された「東京専門学校」を前身とします。
1902 年（明治 35 年）早稲田大学に改称し、大学部と専門部を新設し、大学部に政治経済学科、法学科、 文学
科を設置しました。
早稲田キャンパス内にある旧 3号館（南側部：今回再現部）は桐山均一氏設計による地下 1階地上 4階建ての
建物であり、1933（昭和 8）年の竣工から 77 年もの年月が経過しています。その間に北部を増築、南北を繋ぐ
など、増築を繰り返し。中庭のある現在の姿となっています。
今回計画となる旧３号館の敷地は、地域の象徴である大隈記念講堂を中心とした歴史継承ゾーンとなっており、
キャンパス内でも特に景観継承を意識したエリアとなります。D棟計画においては、大隈記念講堂と大隈像を
結ぶキャンパス内のメインのモールに対し、周辺建物との連続性を考慮し、旧 3号館南側部を再現し、かつて
の情景を将来へ繋げる計画としています。

・外装計画については旧 3号館を調査し、竣工当時の素材・色彩
を再現する計画としています。低層部（既存再現部）の屋根に
おいては既存の塩焼瓦を可能なかぎり再利用し、積極的に従前
の面影を残す計画としています。（立面図参照）

・植栽計画については、既存樹木（イチョウ・キンモクセイ）を
可能な限り再移殖し、イチョウ並木のある早稲田キャンパスの
特徴的な景観を壊さない計画としています。（外構図参照）

・ピロティーによって東西通り抜け可能だった旧３号館
の構成を継承し、D棟においても通り抜け可能となる
よう東西面にエントランスを設けています。

・内部空間においても旧 3号館の外壁面を再現し、かつ
ての中庭空間を内部において再現する計画としていま
す。

昭和初期の早稲田キャンパス

旧 3号館

３号館
（計画建物、一部再現予定）

１号館
（現存）

演劇博物館
（現存）

2号館
（現存）

８号館
（一部復元）

旧 3号館再現の考え方
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④早稲田通りより

⑤大隈通り商店街より③馬場下町交差点より

D棟 D棟

D棟

②早大通りより

①大隈庭園より

D棟

D棟

敷地周辺からの見え方にも配慮した計画

・大隈庭園からの眺望を意識し、景観上庭園樹木から出来るだけ突出しないよう配慮している。
・建物高さをキャンパス内に建つ 11 号館程度に抑え、スカイラインの調和を図っている。
　（日暮里富士見坂からの眺望、また外苑の聖徳記念絵画館の景観に影響のないことは確認済みである。）

モンタージュ




